
  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 
 
 

 

 

 

   
602-8570  

(075)414-5206 FAX(075)414-5470 
http://www.pref.kyoto.jp/gesuido/ 

  

 

 
 

 

 

              

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 
 
 

 

 

 

   
602-8570  

(075)414-5206 FAX(075)414-5470 
http://www.pref.kyoto.jp/gesuido/ 

  

 

 
 

 

 

              

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



目  次                                 

                                    

１ 概要 

１－１ 施策の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

１－２ 汚水処理施設の種類・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

１－３ 汚水処理事業の実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

１－４ 計画  

(１) 計画の体系 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(２) 京都府水環境構想 ２０２２ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(３) 流域別下水道整備総合計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(４) 京都府流域下水道事業経営戦略 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(５) 京都府未来下水道計画－いろはプロジェクト 21－ ・・・・・・・・・・  

(６) 京都の流域下水道・長寿・循環再生プラン・・・・・・・・・・・・・・ 

１－５ 汚水処理人口普及率データ 

(１) 普及率の推移・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 市町村別普及率・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 市町村別普及率グラフ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(４) 汚水処理施設別整備状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

１－６ 汚水処理事業費の推移  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

１－７ 京都府による令和５年度の主な事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・  

 

２ 京都府の下水道 

 ２－１ 下水道事業 

(１) 下水道事業のあらましと整備状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 下水道のしくみ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 下水道普及率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(４) 下水道普及率の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(５) 下水道事業費の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ２－２ 流域下水道事業 

(１) 流域別事業実績一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(２－１) 桂川右岸流域下水道（雨水）～いろは吞龍トンネル～・・・・・・・

(２－２) 桂川右岸流域下水道（汚水）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 木津川流域下水道 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(４) 宮津湾流域下水道 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(５) 木津川上流流域下水道 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(６) 流域下水道の維持管理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 ２－３ 公共下水道事業 

(１－１) 整備状況：汚水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(１－２) 整備状況：終末処理場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２－１) 整備状況：雨水（都市下水路を含む）・・・・・・・・・・・・・・  

(２－２) 整備状況：ポンプ場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２－３) 整備状況：貯留施設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 受益者負担金（分担金）・使用料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 

３ 京都府の農業集落排水 

(１) 農業集落排水事業のあらまし ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 農業集落排水のしくみ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 農業集落排水普及率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(４) 農業集落排水普及率の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(５) 農業集落排水事業費の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(６) 整備状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(７) 受益者分担金・使用料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 

 

 

 

1 

2 

4 

 

6 

6 

7 

8 

9 

9 

 

10 

10 

11 

12 

12 

13 

 

 

 

14 

14 

16 

18 

18 

 

19 

20 

22 

24 

26 

28 

30 

 

32 

34 

36 

38 

39 

40 

 

 

41 

41 

42 

43 

43 

44 

48 

 

 

 



 

４ 京都府の浄化槽  

 ４－１ 浄化槽事業  

(１) 浄化槽事業のあらましと整備状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 浄化槽のしくみ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 浄化槽事業における設置基数の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・

(４) 浄化槽事業費の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(５) 浄化槽の維持管理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(６) 浄化槽法定検査受検率の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(７) 市町村設置事業における分担金・使用料 ・・・・・・・・・・・・・・・  

 ４－２ コミュニティ・プラント事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【トピック】府の下水道マスコットキャラクター・・・・・・・・・・・・・・                     

 

５ さまざまな取組  

５－１ さらなる水質の保全・向上 

(１) 高度処理の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 合流式下水道の改善 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 ５－２ 地震への対応 

(１) 下水道の耐震対策 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 災害用マンホールトイレの設置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ５－３ 浸水への対応 

(１) 内水ハザードマップの策定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  (２) 耐水化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  (３) 雨水対策施設の整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

   (４) 各戸における雨水貯留施設の設置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

５－４ 老朽化への対応 

(１) 老朽化施設の増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  (２) 効率的かつ計画的な改築更新 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 圧送管点検 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

５－５ 省エネルギー・創エネルギー 

(１) 超微細気泡散気装置・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

(２) 消化ガス発電 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 下水汚泥固形燃料化事業と汚泥焼却炉・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(４) 下水熱の利用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ５－６ 資源の有効利用 

(１) 下水処理水の再利用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 農業集落排水汚泥の堆肥化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 上部空間や増設予定地の利用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 ５－７ 広報ほか 

  (１) 広報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 「マンホールカード」の発行・配布 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  (３) マンホールふた デザイン・コレクション ・・・・・・・・・・・・・・  

 

資料編 

資料１ 公共用水域の水質保全  

(１) 環境基準の類型指定状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 水質汚濁に係る環境基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 公共用水域の水質状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(４) 排水基準等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

資料２ 執行体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

資料３ 汚水処理事業等の補助率・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

資料４ 汚水処理事業の制度概況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

資料５ 包括的民間委託における契約期間及び受注業者 ・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

49 

49 

50 

50 

51 

51 

52 

53 

53 

 

 

 

54 

54 

 

55 

55 

 

56 

57 

57 

58 

 

59 

60 

61 

 

61 

62 

64 

65 

 

65 

66 

66 

 

67 

68 

69 

 

 

 

70 

71 

72 

73 

76 

78 

80 

81 

 



－ 1－

 

４ 京都府の浄化槽  

 ４－１ 浄化槽事業  

(１) 浄化槽事業のあらましと整備状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 浄化槽のしくみ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 浄化槽事業における設置基数の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・

(４) 浄化槽事業費の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(５) 浄化槽の維持管理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(６) 浄化槽法定検査受検率の推移 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(７) 市町村設置事業における分担金・使用料 ・・・・・・・・・・・・・・・  

 ４－２ コミュニティ・プラント事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【トピック】府の下水道マスコットキャラクター・・・・・・・・・・・・・・                     

 

５ さまざまな取組  

５－１ さらなる水質の保全・向上 

(１) 高度処理の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 合流式下水道の改善 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 ５－２ 地震への対応 

(１) 下水道の耐震対策 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 災害用マンホールトイレの設置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ５－３ 浸水への対応 

(１) 内水ハザードマップの策定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  (２) 耐水化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  (３) 雨水対策施設の整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

   (４) 各戸における雨水貯留施設の設置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

５－４ 老朽化への対応 

(１) 老朽化施設の増加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  (２) 効率的かつ計画的な改築更新 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 圧送管点検 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

５－５ 省エネルギー・創エネルギー 

(１) 超微細気泡散気装置・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

(２) 消化ガス発電 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 下水汚泥固形燃料化事業と汚泥焼却炉・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(４) 下水熱の利用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ５－６ 資源の有効利用 

(１) 下水処理水の再利用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 農業集落排水汚泥の堆肥化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 上部空間や増設予定地の利用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 ５－７ 広報ほか 

  (１) 広報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 「マンホールカード」の発行・配布 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  (３) マンホールふた デザイン・コレクション ・・・・・・・・・・・・・・  

 

資料編 

資料１ 公共用水域の水質保全  

(１) 環境基準の類型指定状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(２) 水質汚濁に係る環境基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(３) 公共用水域の水質状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

(４) 排水基準等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

資料２ 執行体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

資料３ 汚水処理事業等の補助率・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

資料４ 汚水処理事業の制度概況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

資料５ 包括的民間委託における契約期間及び受注業者 ・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

49 

49 

50 

50 

51 

51 

52 

53 

53 

 

 

 

54 

54 

 

55 

55 

 

56 

57 

57 

58 

 

59 

60 

61 

 

61 

62 

64 

65 

 

65 

66 

66 

 

67 

68 

69 

 

 

 

70 

71 

72 

73 

76 

78 

80 

81 

 

 

１１  概概  要要 

１１－－１１  施施策策のの概概要要 
 われわれは日常生活や事業活動に伴い汚水を排出し続けており、生活環境の改善と公共用水

域の水質保全のため、下水道、農業集落排水、浄化槽といった汚水処理施設の適切な整備と管

理が必要である。京都府、市町村、家庭・事業所が、汚水処理施設の種類に応じた各々の役割

を果たすことが重要であり、府としては、広域的な下水道の整備と管理を行うとともに、下水

道、農業集落排水、浄化槽を整備する市町村（京都市を除く）への助言・指導や支援等を行っ

ている。府内の汚水処理人口普及率は高い水準にあるが、地域差が大きく、普及が遅れている

地域での一層の取組が求められ、また、公共用水域の水質保全のため、個人が管理する浄化槽

については、適切な維持管理の徹底が求められている。 

 近年、集中豪雨が頻発しているが、大雨による内水氾濫からわれわれの生命・財産を守り、

都市活動を維持するためには、都市に降った雨水を排除・貯留する下水道の整備が有効である。

京都府としては、広域的な雨水対策のための下水道の整備を行うとともに、雨水対策のための

下水道を整備する市町村（京都市を除く）への助言・指導や支援等を行っている。併せて、内

水氾濫に関する情報提供といったソフト対策を進めている。 

 これらの汚水対策と雨水対策に関して、多様な課題に対応するための取組が進められており、

汚水対策では、下水処理場内施設の改築・更新の機会を捉え、大阪湾等の水質改善のための処

理の高度化を進めるとともに、汚泥の有効利用のために、建設資材利用や緑農地利用が進めら

れている。地球温暖化対策としては、省エネルギー化や創エネルギー化を進めており、また、

地域住民の福祉向上のため、下水処理場上屋等の空間を公園等として活用している。人口減少

や予算制約等を踏まえ、整備した施設をいかにマネジメントしていくかは大きな課題であり、

汚水・汚泥の集約処理の検討等による持続可能な事業運営体制の構築や中期的な改築計画の策

定等が進められている。近年多発する地震や洪水等の自然災害に対しては、施設の耐震化・耐

水化を着実に進めると同時に、事業継続計画の策定等の減災対策を進めている。また、雨水対

策としては、浸水被害軽減のために、地下を利用した雨水貯留施設を整備するとともに、府民

総ぐるみの取り組みとして、市町村と連携し家庭に設置できる雨水貯留施設の設置補助事業も

行っている。 

 京の水環境保全と安全なくらしのために、水環境対策課は、以上のような取組を市町村と連

携しながら進めている。 

                     

 

 いろは呑龍（どんりゅう） 

トンネル北幹線第３号管渠 
木津川上流浄化センター 

交流広場・ふれあい広場 



－ 2－ 

１１－－２２    汚汚水水処処理理施施設設のの種種類類       

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流流 域域 下下 水水 道道  
２市町村以上の区域の下水を排除し処理

する下水道で、府が管理するもの  

集集
合合
処処
理理
施施
設設  

公公共共下下水水道道((広広義義))  
主として市街地における下水を処理する

もので計画人口は制限なし 

単単独独公公共共下下水水道道（（独独自自にに終終末末処処理理場場をを有有すするる下下水水道道））  

公公共共下下水水道道((狭狭義義))  

流流域域関関連連公公共共下下水水道道（（流流域域下下水水道道へへ接接続続すするる下下水水道道））  

特特定定公公共共下下水水道道  

特特定定環環境境保保全全公公共共下下水水道道  

簡簡易易なな公公共共下下水水道道  

個個
別別
処処
理理
施施
設設  

自然公園や農山漁村等で計画人口 
1,000人～10,000人 
（公共と同様に単独、流域関連の種別があり、公共接続も可能） 

水質保全上特に緊急な下水道整備を 

必要とする地区で計画人口 1,000人未満 

農農業業集集落落排排水水施施設設［［農農水水省省］］  

漁漁業業集集落落排排水水施施設設［［水水産産庁庁］］（（水水産産課課））  

ココミミュュニニテティィ・・ププラランントト［［環環境境省省］］  

簡簡 易易 排排 水水 施施 設設［［農農水水省省］］（（農農村村振振興興課課））  

小小規規模模集集合合排排水水処処理理施施設設［［総総務務省省］］（（自自治治振振興興課課））  

浄浄 化化 槽槽［［環環境境省省］］  

下下水水道道法法にに
基基づづくく施施設設  
［［国国土土交交通通省省］］  

廃廃棄棄物物のの処処理理
及及びび清清掃掃にに関関
すす るる 法法 律律 にに  
基基 づづ くく 施施 設設  

林林業業集集落落排排水水施施設設［［林林野野庁庁］］（（森森のの保保全全推推進進課課））  

特定の事業活動に利用されるもので 

工場排水量が計画汚水量の 2/3以上 

特定及び準特定市町村で 

20戸以上（原則） 

浄浄化化槽槽法法にに
基基づづくく施施設設  

農業振興地域内で計画規模 

20戸以上 1,000人以下（原則） 

漁港の背後の漁業集落で計画 

人口 100人～5,000人（原則） 

計画人口 101人以上 30,000人未満 

振興山村地域、過疎地域等で 

３戸以上 20戸未満 

市町村が汚水を集合的に処理 

10戸以上 20戸未満（地方単独事業） 

集合処理が非効率な区域等 

  個人設置型：個人等が浄化槽を設置・管理    

 市町村設置型：市町村等が浄化槽を設置・管理 

※網掛部分 ： 水環境対策課所管事業 

※[  ] （  ）： 所管省庁・京都府担当課 

 

個個別別排排水水処処理理施施設設［［総総務務省省］］（（自自治治振振興興課課））  
集合処理が非効率な区域等 

単年度 20戸未満（地方単独事業） 
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１１－－２２    汚汚水水処処理理施施設設のの種種類類       

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流流 域域 下下 水水 道道  
２市町村以上の区域の下水を排除し処理

する下水道で、府が管理するもの  

集集
合合
処処
理理
施施
設設  

公公共共下下水水道道((広広義義))  
主として市街地における下水を処理する

もので計画人口は制限なし 

単単独独公公共共下下水水道道（（独独自自にに終終末末処処理理場場をを有有すするる下下水水道道））  
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簡簡易易なな公公共共下下水水道道  

個個
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理理
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設設  
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1,000人～10,000人 
（公共と同様に単独、流域関連の種別があり、公共接続も可能） 

水質保全上特に緊急な下水道整備を 

必要とする地区で計画人口 1,000人未満 

農農業業集集落落排排水水施施設設［［農農水水省省］］  

漁漁業業集集落落排排水水施施設設［［水水産産庁庁］］（（水水産産課課））  
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及及びび清清掃掃にに関関
すす るる 法法 律律 にに  
基基 づづ くく 施施 設設  

林林業業集集落落排排水水施施設設［［林林野野庁庁］］（（森森のの保保全全推推進進課課））  

特定の事業活動に利用されるもので 

工場排水量が計画汚水量の 2/3以上 

特定及び準特定市町村で 

20戸以上（原則） 

浄浄化化槽槽法法にに
基基づづくく施施設設  

農業振興地域内で計画規模 

20戸以上 1,000人以下（原則） 

漁港の背後の漁業集落で計画 

人口 100人～5,000人（原則） 

計画人口 101人以上 30,000人未満 

振興山村地域、過疎地域等で 

３戸以上 20戸未満 

市町村が汚水を集合的に処理 

10戸以上 20戸未満（地方単独事業） 

集合処理が非効率な区域等 

  個人設置型：個人等が浄化槽を設置・管理    

 市町村設置型：市町村等が浄化槽を設置・管理 

※網掛部分 ： 水環境対策課所管事業 

※[  ] （  ）： 所管省庁・京都府担当課 

 

個個別別排排水水処処理理施施設設［［総総務務省省］］（（自自治治振振興興課課））  
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宮津湾流域下水道

宮津湾浄化センター
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■□■□
■□■○

■□△

□
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■□
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■ 公共下水道

●

○ 集落排水施設

□ 浄化槽（個人設置型）

△ 浄化槽（市町村設置型）

  桂川右岸流域下水道

  木津川流域下水道

  宮津湾流域下水道

  木津川上流流域下水道

木津川上流流域下水道

木津川上流浄化センター

桂川右岸流域下水道

洛西浄化センター

木津川流域下水道

洛南浄化センター

平成 11年度供用 処理人口約９万人

昭和60年度供用 処理人口約37万人

昭和 54年度供用 処理人口約 35万人

平成４年度供用 処理人口約３万人

○□

１－３ 汚水処理事業の実施状況          （令和５年４月現在）
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宮津湾流域下水道
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□ 浄化槽（個人設置型）

△ 浄化槽（市町村設置型）

  桂川右岸流域下水道

  木津川流域下水道

  宮津湾流域下水道

  木津川上流流域下水道

木津川上流流域下水道

木津川上流浄化センター

桂川右岸流域下水道

洛西浄化センター

木津川流域下水道

洛南浄化センター

平成 11年度供用 処理人口約９万人

昭和60年度供用 処理人口約37万人

昭和 54年度供用 処理人口約 35万人

平成４年度供用 処理人口約３万人

○□

１－３ 汚水処理事業の実施状況          （令和５年４月現在）
（令和5年4月現在）

公共 特環 公共 特環

(※2) (※3) (※4) (※5) (※6) (※7) (※8)

100 京都市 ● ● ○ ● - - ○ - - - - ●

201 福知山市 ● ● ● - - - ● - - ○ - ●

202 舞鶴市 ● ● ○ - - - ● ○ - - - ●

203 綾部市 ● ● - - - ○ ○ - - - - ●

204 宇治市 ● ● ○ ● - - - - - - - ●

205 宮津市 ● - - ● - - - - - - - ●

206 亀岡市 ● ● ○ - - - ○ - - - ○ ●

207 城陽市 ● - - ● - - - - - - - ○

208 向日市 ● - - ● - - - - - - - -

209 長岡京市 ● - - ● - - - - - - - -

210 八幡市 ● ○ - ● - - - - - - - -

211 京田辺市 ● - - ● - - ○ - - - - -

212 京丹後市 ● ● ● - - - ○ ○ - - - ●

213 南丹市 ● ● ● - - - ○ - ○ - - ●

214 木津川市 ● ○ - ● - - - - - - - ●

303 大山崎町 ● - - ● - - - - - - - -

322 久御山町 ● ○ - ● - - - - - - - -

343 井手町 ● - - ● - - - - - - - ○

344 宇治田原町 ● ● - - - - - - - - - ●

364 笠置町 - - - - - - - - - - - ●

365 和束町 ● - ● - - - - - - - - ●

366 精華町 ● - - ● - - - - - - - -

367 南山城村 - - - - - - - - - - - ●

407 京丹波町 ○ - ○ - - - ● - ○ ○ - ●

463 伊根町 - - - - - - - ○ - - - ●

465 与謝野町 ○ - - ○ ○ - ○ - - - - ●

計 26 23 12 9 14 1 1 10 3 2 2 1 19

※1）他市の公共下水道終末処理場へ流入しているものを含む ○：事業実施
※2）公共：公共下水道 ●：補助事業実施(令和5年度)
※3）特環：特定環境保全公共下水道
※4）コミプラ：コミュニティ・プラント
※5）漁業集落排水施設：農林水産部水産課所管
※6）林業集落排水施設：農林水産部森づくり推進課所管

※7）簡易排水施設：農林水産部農村振興課所管

※8）小規模集合排水処理施設：総務部自治振興課所管

汚水処理事業実施状況一覧表

市町村
コード

市町村名

小規模
集合排
水処理
施設

浄化槽
単独
(※1)

流域関連

下水道

コミ
プラ

農業集
落排水
施設

漁業集
落排水
施設

林業集
落排水
施設

簡易
排水
施設
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１－４  計画

(１) 計画の体系

水環境対策課の施策は、以下の基本計画に基づいて推進している。

(２) 京都府水環境構想 2022

水洗化施設の未整備地域の早期解消を目指し、経済性、整備の迅速性、環境への効果の観点か

ら効率的・効果的な各水洗化整備手法（下水道・集落排水・浄化槽等）を選定した計画として、

平成３年に「京都府水洗化総合計画」を策定し、概ね５年から７年ごとに見直しを行ってきた。

近年、汚水処理施設の経営環境は人口減少に伴う使用料収入の減少や、職員数の減少、施設老

朽化に伴う大量更新期の到来により、厳しさを増している。このことから、従来の計画同様、汚

水処理未普及解消に向けた取組を定めるとともに、新計画の一部に「広域化・共同化」を位置づ

ける等、これまでの「水洗化」を最優先目標としていた計画から「持続可能な汚水処理事業運営」

へと目標をシフト、名称を「京都府水環境構想２０２２」へ変更し、学識者等による検討委員会

を経て、令和４年度に新計画を策定した。

流域別下水道整備総合計画
○水質環境基準達成のための法定
の下水道整備計画

  ・大阪湾・淀川流域下水道整備総合計画
  ・若狭湾西部流域下水道整備総合計画

京都府流域下水道

事業経営戦略

持続的な事業経営
に向けた今後１０年
間の事業実施方針
と、投資・財政計画

５つの基本計画

的的

流域下水道 公共下水道

生活環境の改善
公共用水域の
水質保全

浸水被害の
軽減

事業の種類

的的

農業集落排水

京都の流域

下水道・長寿・

循環再生プラン

京都府水環境構想 2022
○持続可能な汚水処理事業運営のための基本計画

浄化槽

施策の目的

的的

京都府未来下水道計画

○21世紀の下水道のあるべき姿
○３つの調和「府民・地域・環境」と下水道
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へと目標をシフト、名称を「京都府水環境構想２０２２」へ変更し、学識者等による検討委員会

を経て、令和４年度に新計画を策定した。

流域別下水道整備総合計画
○水質環境基準達成のための法定
の下水道整備計画

  ・大阪湾・淀川流域下水道整備総合計画
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事業経営戦略

持続的な事業経営
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間の事業実施方針
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公共用水域の
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浸水被害の
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的的

農業集落排水

京都の流域
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循環再生プラン

京都府水環境構想 2022
○持続可能な汚水処理事業運営のための基本計画

浄化槽

施策の目的

的的

京都府未来下水道計画

○21世紀の下水道のあるべき姿
○３つの調和「府民・地域・環境」と下水道

「京都府水環境構想 2022」における整備の見込み 

 

整 備 手 法 

令和 2 年度末 令和 8 年度末 

供  用 

市町村数 

汚水処理人口

普及率（％） 

供  用 

市町村数 

汚水処理人口

普及率（％） 

集合処理 下水道 23 95.1％ 23 96.1％ 
下水道以外の集合処理 11 1.6％ 11 1.3％ 

           計 24 96.7％ 24 97.4％ 

個別処理（合併処理浄化槽） 19 1.8％ 19 1.6％ 

計 26 98.4％ 26 99.1％ 
※下水道以外の集合処理は、農業集落排水、林業集落排水、漁業集落排水、コミュニティ・プラント等 

※個別処理（浄化槽）の供用市町村数は、国庫補助事業で設置されたもののみ 

※個別処理（浄化槽）には、集合処理区域内の合併処理浄化槽設置人口を含む  

 

 

 

 

((３３))  流流域域別別下下水水道道整整備備総総合合計計画画  

 「流域別下水道整備総合計画」は公共用水域の水質環境基準を維持達成するため、下水道で整

備すべき区域や下水処理場の処理水質を定めた下水道整備に関する総合的な基本計画であり、下

水道法第２条の２に基づき、都道府県が策定する。 

京都府では、「大阪湾・淀川流域別下水道整備総合計画」（平成 22年８月策定）、「若狭湾西部流

域別下水道整備総合計画」（平成 28年３月策定）により、府内の下水道整備を促進している。 

計   画   名 大臣同意年月日 計画目標年度 目標水質項目 対  象 

大阪湾・淀川流域別下水道整備総合計画 平成22年８月19日 平成37年度 COD、T-N 、T-P 淀川流域 

若狭湾西部流域別下水道整備総合計画 平成28年３月31日 平成42年度 COD、T-N 、T-P 由良川流域 等 
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(４) 京都府流域下水道事業経営戦略

京都府の流域下水道事業は、府内における住民生活や事業活動を支えるとともに、下流域であ

る大阪府・兵庫県の 1,100万人の水道水源の水環境を保全するなど、極めて重要な役割を担って
いる。一方、今後、施設の老朽化や災害リスクの増大、人口減少による収入減や執行体制の確保

などの課題に対して適切に対応していく必要があることから、京都府では、流域下水道事業が将

来にわたって、安定的・継続的に経営していくことができるよう、長期を見据えた今後 10 年間
の事業実施の方向性と事業の投資規模とともに、財政面からの課題解決に向けた取り組み方針を

示すため、令和 3年 3月に「京都府流域下水道事業経営戦略」を策定した。
今後はこの経営戦略に沿って、流域下水道事業の持続的な事業運営に努めることとしている。

経営戦略の詳細については、京都府のホームページに掲載している。

(https://www.pref.kyoto.jp/gesui/keieisenryaku/keieisenryaku.html)

【今後の建設改良費の見通し】
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R2年度予算
（8,200百万円）

各年度の合計額 8,200 8,200 8,200 8,200 8,000 8,000 7,986 7,920 7,920 7,920

経営戦略計画期間（10年間）流域下水道事業費の推移（過年度）

今後10年間の見通し
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示すため、令和 3年 3月に「京都府流域下水道事業経営戦略」を策定した。
今後はこの経営戦略に沿って、流域下水道事業の持続的な事業運営に努めることとしている。

経営戦略の詳細については、京都府のホームページに掲載している。

(https://www.pref.kyoto.jp/gesui/keieisenryaku/keieisenryaku.html)

【今後の建設改良費の見通し】

2,024
2,980

5,200

3,946 3,600

939
1,600 1,300

1,290

1,470

1,028 3,378
3,300

4,905
3,032

1,650
3,170

2,100 2,150

800
300 300 300

2,302

1,916

1,331

932
1,300

2,356

3,568

5,250 5,030

5,900 5,850

7,186
7,620 7,620 7,620

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

事
業
費
（
百
万
円
）

雨水対策 施設増設 改築・耐震
R2年度予算
（8,200百万円）

各年度の合計額 8,200 8,200 8,200 8,200 8,000 8,000 7,986 7,920 7,920 7,920

経営戦略計画期間（10年間）流域下水道事業費の推移（過年度）
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((５５))  京京都都府府未未来来下下水水道道計計画画  －－いいろろははププロロジジェェククトト 2211－－  

 地球環境問題や豊かな潤いのある生活環境への関心が高まる中、21世紀における京都府の豊か

な社会の実現のため、下水道の新しい可能性について、未来下水道検討委員会から平成６年度に

提言を受けたものである。この提言の基本理念は「府民と下水道」、「地域と下水道」、「環境と下

水道」の３つの調和（和）であり、京都府では下水道事業推進に当たっての指針としている。 

 

 

 

((６６))  京京都都のの流流域域下下水水道道･･長長寿寿･･循循環環再再生生ププラランン  

京都府の流域下水道事業は昭和 47年に着手し、現在４カ所で実施している。そのうち、桂川右

岸流域下水道および木津川流域下水道では供用開始後約 30年が経過し、今後、老朽化による大規

模修繕・更新が必要となる施設・設備の増加が予想される。下水道経営の観点から合理的な投資

が必要となる一方、良好な水環境や水循環の保全を図る必要があるなど、様々な課題があるが、

これらの課題を解決するため、アセットマネジメントの考え方を導入した「京都の流域下水道・

長寿・循環再生プラン」を、学識者等による検討委員会を設置し、平成 18年 12月に策定した。 

  

 

 

 

 

 

  

 施施策策のの推推進進  ３３つつのの調調和和  

((11))府府民民とと下下水水道道のの和和  

「みんなで育み分かち合おう下水道」 

「思いやりを育てる下水道」 

 

((22))地地域域とと下下水水道道のの和和  

「あたりまえにしよう下水道」 

「地域の個性を活かす下水道」 

 

((33))環環境境とと下下水水道道のの和和  

「生活と自然に近付けよう下水道」 

「終わりを始まりにつなげる下水道」 

Innovative ・・・知識・技術の革新を目指す 
Recyclic  ・・・リサイクルを目指す 
Organic  ・・・有機的な結び付きを目指す 
Human    ・・・人間味のある 
 

Aquatic   ・・・水の 
Project ・ ・・プロジェクト 
21  ・・・21世紀への 

○安心・安全、経済性、生活環境、地球環境の４つの視点からサービス水準を設定し、達成状況

をアウトカム指標で開示、評価する仕組みづくり 
○限られた予算で最大の効果を得られるよう、流域下水道の個所ごとのアセットマネジメント

実施計画を策定 
○水系の水環境・水循環の保全を図る観点から高度処理を計画的に推進するほか、改築更新に

併せた施設の耐震化、非常時の早期復旧等のための検討 
○府民や流域下水道関係市町と相互に連携するため、「情報発信」から「情報共有」へ転換 

 
 

施策の４つの基本方針 

高高度度処処理理のの導導入入やや、、処処理理水水のの有有効効活活用用、、  

ククリリーーンンエエネネルルギギーー創創造造、、広広域域汚汚泥泥処処理理、、  

資資源源利利用用  

 
地地域域特特性性にに応応じじたた下下水水道道のの普普及及・・雨雨水水対対策策  

等等のの推推進進とと維維持持管管理理、、事事業業運運営営  

府府民民にに親親ししままれれるる下下水水道道にに向向けけ、、下下水水道道  

資資源源的的価価値値やや下下水水道道施施設設のの有有効効活活用用  
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((２２))  市市町町村村別別普普及及率率 （令和４年度末現在、単位：人）

処理人口 シェア 処理人口 シェア 処理人口 シェア 処理人口 シェア

京都府計 2,493,632 2,378,988 95.4% 36,679 1.5% 42,042 1.7% 1,711 0.1% 2,459,420 98.6%

京都府計
（京都市を除く） 1,111,810 1,004,588 90.4% 36,295 3.3% 37,876 3.4% 1,711 0.2% 1,080,470 97.2%

京都市 1,381,822 1,374,400 99.5% 384 0.0% 4,166 0.3% 1,378,950 99.8%

福知山市 75,471 64,465 85.4% 7,441 9.9% 2,446 3.2% 28 0.0% 74,380 98.6%

舞鶴市 77,222 71,160 92.1% 1,734 2.2% 2,352 3.0% 288 0.4% 75,534 97.8%

綾部市 31,731 16,566 52.2% 3,905 12.3% 6,740 21.2% 90 0.3% 27,301 86.0%

宇治市 181,616 177,582 97.8% 640 0.4% 178,222 98.1%

宮津市 16,554 11,978 72.4% 1,621 9.8% 13,599 82.1%

亀岡市 86,975 75,340 86.6% 7,575 8.7% 1,816 2.1% 84,731 97.4%

城陽市 74,369 74,005 99.5% 174 0.2% 74,179 99.7%

向日市 56,662 56,662 100.0% 56,662 100.0%

長岡京市 81,948 81,869 99.9% 8 0.0% 81,877 99.9%

八幡市 69,365 69,312 99.9% 69,312 99.9%

京田辺市 71,558 70,640 98.7% 532 0.7% 60 0.1% 71,232 99.5%

京丹後市 51,537 29,044 56.4% 6,131 11.9% 7,006 13.6% 140 0.3% 42,321 82.1%

南丹市 30,242 22,482 74.3% 4,712 15.6% 2,257 7.5% 14 0.0% 29,465 97.4%

木津川市 80,026 75,125 93.9% 4,298 5.4% 79,423 99.2%

大山崎町 16,505 16,494 99.9% 16,494 99.9%

久御山町 15,464 15,439 99.8% 16 0.1% 15,455 99.9%

井手町 7,032 7,006 99.6% 4 0.1% 7,010 99.7%

宇治田原町 8,855 7,826 88.4% 528 6.0% 8,354 94.3%

笠置町 1,148 483 42.1% 483 42.1%

和束町 3,571 2,174 60.9% 744 20.8% 2,918 81.7%

精華町 36,648 36,378 99.3% 32 0.1% 36,410 99.4%

南山城村 2,481 1,687 68.0% 1,687 68.0%

京丹波町 12,876 4,110 31.9% 4,061 31.5% 4,403 34.2% 62 0.5% 12,636 98.1%

伊根町 1,935 318 16.4% 1,089 56.3% 1,407 72.7%

与謝野町 20,019 18,931 94.6% 204 1.0% 243 1.2% 19,378 96.8%

※漁業集落排水、コミュニティ・プラント等

※内数に小規模集落排水処理施設を含む

※「シェア」＝処理人口／行政人口

１１－－５５　　汚汚水水処処理理人人口口普普及及率率デデーータタ

市町村名 行政人口 処理人口計
農業集落排水 浄化槽 その他 ※ 汚水処理人口

普及率

((１１))  普普及及率率のの推推移移

下水道
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((３３))  市市町町村村別別普普及及率率ググララフフ
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0.4
9.8

2.1

13.6

7.5

5.4

6.0
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与謝野町

下水道

農集排
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その他

（％）

（令和４年度末現在）

※汚水処理人口普及率＝処理人口(整備され処理可能な区域の人口)／行政人口（住民基本台帳ベース）

※農集排：農業集落排水

※その他：漁業集落排水、林業集落排水、簡易排水、コミュニティ・プラント
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（令和４年度末）

23 61 2,378,988 95.4%

14 17 850,432 34.1%

公共下水道 11 19 1,482,296 59.4%
特定環境保全
公共下水道 10 25 46,260 1.9%

11 96 38,196 1.5%

10 88 36,679 1.5%

3 8 1,517 0.1%

1 1 90 0.0%

3 6 104 0.0%

24 164 2,417,378 96.9%

24 16,532 42,042 1.7%

26 － 2,459,420 98.6%

26 2,493,632 (行政人口)

※複数の事業を実施している市町村があるため、市町村数の合計は全体と一致しない

※農業集落排水、コミュニティ・プラントは、公共下水道接続及び施設統廃合により、事業実施個所数と一致しない

※浄化槽は、国庫補助事業以外で設置された分（市町村及び民間設置分）を含む

１１－－６６　　汚汚水水処処理理事事業業費費のの推推移移（（京京都都市市をを除除くく））

全府の市町村数及び人口

公　共　下　水　道

うち流域関連公共下水道

うち単独
公共下水道

集 落 排 水 事 業

農業集落排水事業

漁業集落排水事業

コミュニティ・プラント

そ　　　　の　　　　他

集 合 処 理 計

浄　　　　　化　　　　　槽

合　　　　　計

((４４))  汚汚水水処処理理施施設設別別整整備備状状況況

整　　備　　手　　法 市町村数 実施箇所数 処理人口
事業種別
シェア
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（億円）

<凡例>

浄化槽

農業集落排水

下水道（雨水対策を含む。）

※令和４年度事業費は当初予算
※令和３年度以前の事業費は決算額

※浄化槽事業費は、各年度における設置基数から補助率で換算した事業費
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（令和４年度末）
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11 96 38,196 1.5%
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１１－－６６　　汚汚水水処処理理事事業業費費のの推推移移（（京京都都市市をを除除くく））

全府の市町村数及び人口

公　共　下　水　道

うち流域関連公共下水道

うち単独
公共下水道

集 落 排 水 事 業

農業集落排水事業

漁業集落排水事業

コミュニティ・プラント

そ　　　　の　　　　他

集 合 処 理 計

浄　　　　　化　　　　　槽

合　　　　　計

((４４))  汚汚水水処処理理施施設設別別整整備備状状況況

整　　備　　手　　法 市町村数 実施箇所数 処理人口
事業種別
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（億円）

<凡例>

浄化槽

農業集落排水

下水道（雨水対策を含む。）

※令和４年度事業費は当初予算
※令和３年度以前の事業費は決算額

※浄化槽事業費は、各年度における設置基数から補助率で換算した事業費

１１－－７７  京京都都府府にによよるる令令和和５５年年度度のの主主なな事事業業 
一般会計 

事業 事業費 主な内容 

下水道 25,950千円 
大阪湾・淀川流域別下水道整備総合計画の策定 

雨水貯留施設（マイクロ呑龍）設置費補助金 

農業集落排水 72,201千円 
農業集落排水事業の指導監督 

農業集落排水事業交付金 

浄化槽 22,819千円 

浄化槽事業の指導監督 

浄化槽法第１１条検査未受検者に対する指導文書送付 

生活排水処理対策費補助金（市町村設置型） 

浄化槽設置整備事業費補助金（個人設置型） 

都市公園 18,724千円 洛西浄化センター公園の維持管理 

※事業費は当初予算 

流域下水道事業会計 

事業 事業費 主な内容 

流域下水道

管理 

桂川右岸（雨水） 89,537千円 いろは呑龍トンネル(北幹線・南幹線)の管理 

桂川右岸（汚水） 3,250,666千円 洛西浄化センターの運転管理 

木津川 3,013,110千円 洛南浄化センターの運転管理 

宮津湾 668,820千円 宮津湾浄化センターの運転管理 

木津川上流 978,579千円 木津川上流浄化センターの運転管理 

合計 8,000,712千円  

流域下水道

建設 

桂川右岸（雨水） 1,871,000千円 
呑龍ポンプ場（調整池・ポンプ整備）工事、 

接続施設工事 

桂川右岸（汚水） 519,000千円 脱水機棟機械・電気設備更新工事 

木津川 1,557,000千円 水処理施設等の関連施設増強工事 

宮津湾 181,000千円 加悦谷幹線二条化工事 

木津川上流 563,000千円 中央監視制御設備改築更新工事 

合計 4,691,000千円  

※事業費は当初予算（人件費及び事務費を除く） 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
呑龍ポンプ場（調整池・ポンプ整備）工事（R5年3月時点）       宮津湾流域 二条化工事 

調調整整池池  

呑呑龍龍  

ポポンンププ場場  




